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イベント概要 

 

[企業名]  ロードスターキャピタル株式会社  

 

[企業 ID]  3482 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2026 年 12 月期第 2 四半期決算説明会  

 

[決算期]  2026 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2026 年 8 月 6 日 

 

[ページ数]  20 

  

[時間]   16:30– 16:53 

（合計：23 分、登壇：11 分、質疑応答：12 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  岩野 達志（以下、岩野） 
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登壇 

 

司会：ただ今より、ロードスターキャピタル株式会社、2026 年 12 月期第 2 四半期決算説明会を

開始いたします。社長の岩野からの説明の後、皆様からご質問をお受けいたします。質問について

は、Q&A 欄に質問内容をご記入ください。 

投稿されたご質問の中から運営側で選択してご回答いたします。なお、本説明会の書き起こし記事

の日本語版と英語版につきましては、当社ホームページに後日掲載いたします。それでは始めさせ

ていただきます。 

岩野：代表取締役社長の岩野達志です。私から 2026 年 12 月期第 2 四半期の決算説明をさせてい

ただきます。 

 

弊社は、「不動産とテクノロジーの融合が未来のマーケットを切り開く」というミッションを掲

げ、ビジネスを展開している会社になります。 

まずは、決算ハイライト・トピック等についてお話をさせていただきます。 
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2026 年第 2 四半期の決算ハイライトはこちらの通りです。 

売上高 282 億円、営業利益 78 億円、税前利益 67 億円、当期純利益 45 億円となりました。大型オ

フィスビルの売却等により、売上高は前年同期比を上回り、当期計画もおおむね 50%と予定通り

推移しております。併せて、物件の仕入れも好調で販売用不動産残高もしっかり増加しておりま

す。 
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次にトピックです。 

一つ目は、エムズクロス人形町の取得になります。本件は取引実績のある三菱地所からのダイレク

トでの取得になります。人形町の交差点の角という非常に視認性の高い、かつグレードの高い築浅

物件になります。 

二つ目は、自己株式を活用した株式の無償割当を実施いたしました。1 株当たり 0.2 株の割当てと

なりまして、株主の皆様には保有株数の 20%が無償で割当てられております。1 株当たりの予想配

当金額は、直近の配当予想の 98 円から変更なく、実質的には 2 割の増配となっております。 

三つ目としましては、ロードスターグループの不動産デジタル証券 OwnersBook＋の新規案件を準

備させていただきまして、先日、無事に公開しております。 

 

不動産投資マーケットの見通しにつきましては、全般的には堅調に推移すると考えております。特

にオフィスセクターが良くなってきており、賃料が上昇傾向にあり、セクター別の投資割合でも全

体の半分近くを占めるようになっております。 

金利動向につきましては、さらなる金利引き上げの可能性から、金融マーケットではややネガティ

ブに反応しておりますが、弊社としましてはインフレに伴う賃料や物件価格の上昇のメリットの方

が大きいと考えております。 
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今後の方針につきましては、都内オフィスを中心に積極的に物件を仕入れる一方、日銀の利上げ動

向および米国の政策動向等については留意してまいります。また、アセットマネジメント事業にお

ける AUM 積み上げ、不動産 ST 案件の募集に力を入れていきたいと考えております。 

 

ここからは決算概要になります。 

まず、連結売上高と ROE についてです。連結売上高は 282 億円と順調に進捗しており、当初計画

の 50%程度となっております。ROE についても 27%と、引き続き高い水準を維持しております。 
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次に、連結税前利益とコストコントロールについてです。連結税前利益は 67 億円となり、こちら

もおおむね当初計画の 50%となっております。若干利益率が下がっておりますが、想定の範囲内

であり、事業計画の変更は特にございません。 
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連結損益計算書についてはご覧の通りです。各段階利益は当初計画の 50%前後であり、全ての数

字で昨年を上回っております。EBITDA も半期で 88 億円となっており、順調に増加しておりま

す。 

 

連結貸借対照表です。不動産残高は過去最大規模の 986 億円となっており、含み益の増加も相ま

ってインフレ局面に強い経営基盤となっております。現預金は 158 億円と、手元資金も十分に確

保されており、自己資本比率も積み上げて安全性を高めております。 
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次に、連結キャッシュ・フロー計算書になります。引き続き不動産残高が伸びているため、営業キ

ャッシュ・フローはマイナスではあるものの、金融機関との関係は良好であり、手元の流動性はし

っかりと確保できております。 
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株主還元についてです。当期につきましては株式の無償割当てがあったものの、1 株当たりの配当

金は当初計画通りの 98 円を予定しております。今期の配当性向は 20%を上回ることが予想され、

今後についても安定的な配当を予定しております。 

次に、事業別の実績について説明させていただきます。 

 

まずは不動産投資領域になります。 
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コーポレートファンディング事業の不動産投資事業についてですが、大型オフィスビル 2 件を売却

し、売上高は前年同期比 44%増の 234 億円となりました。併せて新規でオフィス 5 物件を取得

し、将来の経営基盤となる不動産の積み増しを順調に進めております。国内の機関投資家や事業法

人のみならず、欧米の投資家も積極的な姿勢を見せており、引き続き活況なマーケットが予想され

ます。 

 

次に、コーポレートファンディング事業の不動産賃貸事業についてです。オフィス回帰を受けて賃

貸事業は好調であり、売上高は前年同期比で 10%増の 18 億円となっております。都内を中心とし

たオフィスの空室率は低下してきており、賃料上昇の圧力が大きくなってきております。また、賃

貸利益率も 52%と引き続き高水準を維持しております。 
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次に、ホテル運営事業についてです。ホテル運営売上は 21 億円、ホテル運営原価もおおむね 21

億円となっております。昨年と同様の水準でやや苦戦が続いておりますが、運営会社と相談して、

集客力の強化を図っていく方針でございます。 
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コーポレートファンディング事業の保有実績推移についてです。物件数、不動産残高および含み益

はしっかりと増加しております。下半期にも大型物件の取得を控えており、先高感のあるこのタイ

ミングでは積極的な姿勢で取り組んでおります。 

 

次にアセットマネジメント事業です。体制を強化しており、新規で海外の機関投資家とのファンド

組成が進んでおります。それ以外でも国内機関投資家と案件取得が進んでおり、AUM は 1,400 億

円まで積み上げることができました。下半期には大型案件の取得が見込まれている他、STO 案件

の組成による AUM 受託も見込まれ、幅広く事業を展開しております。 
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次に、Fintech 領域のクラウドファンディング事業について説明させていただきます。 

 

好調な不動産市況を背景に、売上高は前年同期比 14%増の 4.4 億円となりました。OwnersBook に

よる営業貸付金も 25%増の 115 億円となっており、順調に拡大しております。併せて不動産 ST の

販売が開始されており、クラウドファンディング事業で培ったノウハウや個人投資家とのネットワ

ークを不動産 ST 領域に拡張していく予定です。 
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総括としましては、上半期につきましては計画通りに進捗しており通期での増収増益、最高益達成

に向けて役職員一同で頑張っていく所存でございます。 

私からの説明は以上になります。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：これより質疑応答に移らせていただきます。それでは一つ目の質問です。 

質問者 [Q]：不動産マーケットの見通しについて、円高や金利上昇懸念と併せて、2026 年度下期

の状況を教えてください。 

岩野 [A]：引き続き金利の上昇懸念はあるものの、不動産に関していえば足元の賃料上昇が強く

て、マーケットとしてはそんなに大きく影響はないのではないかと考えております。これは円高に

ついても同様です。 

若干、金融マーケットにおいては金利上昇に関する懸念というのがよく取り上げられているのです

けれども、われわれが実際に不動産を売買しているネットワークの中においては国内外の機関投資

家も引き続き投資意欲が旺盛ですし、今後は特にオフィスの賃料が上がっていく、イコール物件価

格も上がっていくというところで先高感が強いです。過去数年で予算消化できていないファンド等

も多くあるものですから、年後半にかけてはより佳境的になっていくのではないかと考えておりま

す。 

司会 [M]：ありがとうございました。続いての質問です。 

質問者 [Q]：株式無償割当ての趣旨と効果について教えてください。 

岩野 [A]：こちらはマーケットではあまり例がない割当だったので、もしかしたら少し株主の皆様

を驚かせてしまったのかもしれないのですけども、われわれとしましては株式の流動性を高めて、

かつ過去にその保有割合が大きかった自己株式を有効活用することを目的といたしました。 

本来 M&A とかで使えればよかったのですが、弊社も自己株式を取得してから時間が経っていてな

かなか使えてなかったものですから、今回それを有効活用して株主の皆様に無償配布することによ

って、流動性を高めるとともに配当額を維持するということで、そういう意味では実質的に増配と

いうところで株主還元していこうと考えております。 

その過程において、信用残高を減らすことができたり、割当て後の出来高も増えてきているのでは

ないかなと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。他に質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。続いての

質問です。 
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質問者 [Q]：STO 案件がローンチされました。案件の特徴について教えてください。 

岩野 [A]：この STO、セキュリティトークンの案件というのは弊社が昨年度に証券会社を M&A さ

せていただきまして、そのグループ化によって初めてできる案件のローンチになります。今回の案

件といいますのは、弊社が元々保有しておりました横浜伊勢佐木町のホテルの一部をセキュリティ

トークンとして売り出しております。 

特徴としましては、一つ目は他社との比較においてあまり例のないパターンなのですけど、今回は

借入なしということで、全額、物件価格相当額を募集するということをやっておりますので、逆に

言うと金利の影響を受けない、そのホテルの収益性だけでしっかりと配当ができる商品になってお

ります。 

二つ目としましては、今回横浜エリアのホテルとなりまして、来年以降で花博等の大きなイベント

もございますので、非常に将来的にもマーケットが良いのではないかと考えております。 

最後にはこの ST（セキュリティトークン）案件の魅力でもあるのですけど、最終的に売却時には

キャピタルゲインが出ればそれも個人の投資家に配当されるということで、ここが今までのクラウ

ドファンディングと違う商品設計となっておりますので、もし皆さんもご興味あれば、弊社のホー

ムページを見ていただければと思います。 

司会 [M]：ありがとうございました。続いての質問です。 

質問者 [Q]：アセットマネジメント事業についての質問になります。AUM が回復してきておりま

すが、今後もこの傾向は続きますでしょうか。 

岩野 [A]：これはなかなか毎度説明が難しくて、会社としましては新しい投資家の発掘、案件の発

掘に力を注いでおります。一方で、やはりその大型物件が売却されてしまうと残高も減っていって

しまうので、その中で積み増していくというのは非常に難易度が高い話ではございます。 

幸いなことに今期になってから一件、大型の海外の投資家さんと組んでファンドを組成しておりま

すので、そこの残高の貢献が大きいのと、会社としましても国内の機関投資家含めて大型の案件化

がこれまでいくつかクローズできております。 

また、今後も下半期に向けて大型案件の組成が見込まれておりますので、ようやくではありますけ

ど AUM の残高もしっかりと積み上げられてきているのではないかと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。他に質問がある方はいらっしゃいませんでしょうか。続いて

の質問です。 
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質問者 [Q]：物件取得のパイプラインについて、もう少し細かく、もう少し詳しくお聞かせいただ

けますか。足元の仕入れ環境と現在検討されている案件の規模感や、アセットタイプの傾向を伺い

たいです。 

岩野 [A]：予算通りしっかりと購入できておりまして、下半期も複数の物件が既に契約済みであっ

たり、決済予定、もしくはこれから契約の物件があります。 

ターゲットとしましては、弊社は相変わらず都内のオフィスを中心に取得を進めておりまして、そ

の中でも特に賃料上昇が見込まれるエリアをフォーカスして買っておりますし、また一方で、逆に

それほどオフィスとして強いわけではないのですけど、過去だったら少し見捨てられたエリアなの

がもう 1 回復活しているような場所についても、両睨みで見ております。 

なので、オフィスマーケットでいうと良いところとは少し悪いところを両方、上と下を攻めている

ようなところで、逆に真ん中の難しいところは控えているという感じでありますが、総じてわれわ

れのターゲットとしては、やはり良い物件の大型物件、弊社の中でいうと大きな物件や、賃料上昇

のメリットを享受できそうな中心エリアをフォーカスして、取得していきたいと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。他に質問がある方はいらっしゃいますでしょうか。続いての

質問です。 

質問者 [Q]：ホテル事業の改善の方向を教えてください。 

岩野 [A]：これは弊社が保有している、ひらまつのホテルの件かなと考えます。ご指摘の通り、弊

社の想定のパフォーマンスよりは下回っているところでございます。今後の方針については運営会

社のひらまつさんと相談しながらにはなりますけど、一部外資のブランドとダブルブランドにして

いくとか、もう少し積極的にインバウンドの需要を取り込んでいく施策というのを話し合っている

ところでございます。 

また、弊社も保有してもう 3 年目になってきますので、どこかのタイミングでエグジットもしてい

くという段階で、方向性というものについても社内で議論しながら、より良いホテルに仕上げてい

き、パフォーマンスを上げていきたいと考えております。 

若干、運営上の収益という意味でいうとご心配をかけているかもしれませんが、土地建物としての

不動産というのは引き続き魅力的な物件であると思いますので、マーケットでの需要、もしくはこ

ういう物件を買いたいというニーズはマーケットではあるのではないかと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。他に質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。それでは

ご質問がないようですので、質疑応答を終了いたします。 
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以上で本日の説明会を終了いたします。ご参加いただき、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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